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[1] f, g ∈ L1(Rn) とする．次の等式を示せ．∫
Rn

f̂(ξ)g(ξ) dξ =

∫
Rn

f(x)ĝ(x) dx.

[2] f ∈ L1(Rn) とする．f̂ ∈ L2(Rn) であれば f ∈ L2(Rn) であることを示せ．

[3] f(x) を L1([0, 2π]) の元とし，その Fourier 係数を an (n ∈ Z) とする．f(x) を
周期 2π の関数になるように，定義域を [0, 2π) からR に拡張し，これも f(x) と書く．
(1) この f が，R 上の緩増加超関数とみなせることを示せ．
(2) この f を R 上の緩増加超関数として Fourier 変換したものを求めよ．

[4] f(x) を L2([0, 2π]) の元とし，その Fourier 係数を an (n ∈ Z) とする．f(x) を
周期 2π の関数になるように，定義域を [0, 2π) からR に拡張し，これも f(x) と書く．

(1)
1

2π

∑
n∈Z

ane
inx が R 上の超関数として収束することを示せ．

(2)(1)の超関数が，R 上の f(x) を超関数とみなしたものと一致することを示せ．


